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(57)【要約】
【課題】擬似ドット反転駆動を採用した場合において、
縦クロストークの発生による表示品位の低下を防止する
ことのできる液晶表示装置を提供する。
【解決手段】擬似ドット反転方式に対応する液晶表示装
置において、マトリクス状に配置された画素回路と、前
記複数の画素回路が配列した行方向に沿って延線された
複数のゲート電極（Ｇ、Ｇ’）と、前記複数の画素回路
が配列した列方向に沿って延線された複数の信号電極（
Ｓ、Ｓ’）とを備え、前記画素回路は、前記液晶表示装
置の表示面からみた平面図形において、互いに隣接する
２つの信号電極間の領域に配され一方の信号電極Ｓとス
イッチング素子ＳＷを介して電気的に接続する画素電極
ＰＥを有し、前記画素電極と前記一方の信号電極との最
短距離が前記画素電極と他方の信号電極Ｓ’との最短距
離よりも長い、液晶表示装置である。
【選択図】　図２１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　擬似ドット反転方式に対応する液晶表示装置において、
　マトリクス状に配置された画素回路と、
　前記複数の画素回路が配列した行方向に沿って延線された複数のゲート電極と、
　前記複数の画素回路が配列した列方向に沿って延線された複数の信号電極とを備え、
　前記画素回路は、前記液晶表示装置の表示面からみた平面図形において、互いに隣接す
る２つの信号電極間の領域に配され一方の信号電極とスイッチング素子を介して電気的に
接続する画素電極を有し、
　前記画素電極と前記一方の信号電極との最短距離が前記画素電極と他方の信号電極との
最短距離よりも長い、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記平面図形において、前記画素電極は前記他方の信号電極の一端のみと交差する、請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記液晶表示装置は、前記画素電極と前記信号電極との間に寄生容量をもつ、請求項２
に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記画素電極と前記一方の信号電極との間の寄生容量は、前記画素電極と前記他方の信
号電極との間の寄生容量と略同じである、請求項３に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、軽量、薄型、低消費電力などの特徴を生かして、パーソナルコンピュ
ータなどのＯＡ機器やテレビなどの表示装置として各種分野で利用されている。近年では
、液晶表示装置は、携帯電話などの携帯端末機器や、カーナビゲーション装置、ゲーム機
などの表示装置としても利用されている。
【０００３】
　ところで、液晶表示装置では、例えば液晶層の上下に電圧を付与し、液晶分子の配向状
態を変化させることで透過率を変化させて画像を表示する。しかし、付与する電圧の極性
を変化させない直流駆動を採用した場合には、液晶層中の不純物イオンの存在などによっ
て電界分布が変化するため画像の表示品位が低下する。そのため、付与する電圧の極性を
所定の間隔毎に逆にする交流駆動を採用するのが一般的である。
【０００４】
　交流駆動方式としては、フレーム反転駆動、カラム（映像信号線）反転駆動、ライン（
走査信号線）反転駆動、ドット反転駆動などが知られている。これらのうちドット反転駆
動は、隣接する画素毎に付与する電圧の極性を反転する方式であるため、フリッカやクロ
ストークが目立ちにくく、均一な輝度分布が得られるという特徴を備えているが、一方、
他の駆動方式に比べると消費電力が大きいという短所がある。そのため、低消費電力化に
有効なカラム反転駆動と表示品位に有効なドット反転駆動の特徴を併せ持つ、すなわち映
像信号線の極性は1フレーム期間同極性を出力するカラム反転の特徴と、画面上の極性パ
ターンとしてはドット反転表示を得るドット反転を併せた擬似ドット反転駆動が提案され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平４－２２３４２８号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、カラム反転駆動方式を採用した場合、縦クロストークと呼ばれる表示品位低
下が発生することがある。この縦クロストークとは、背景画面に窓（ウインドウ）を表示
した場合、その窓上下の領域で縦の帯状に輝度が変化する現象である。
【０００７】
　この縦クロストークは、表示品位を大きく低下させるため、擬似ドット反転駆動を採用
した場合においても、縦クロストークの発生による表示品位の低下を防止しなければなら
ない。
【０００８】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、擬似ドット反転駆動を採用
した場合において、縦クロストークの発生による表示品位の低下を防止することのできる
液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様による液晶表示装置は、擬似ドット反転方式に対応する液晶表示装置に
おいて、マトリクス状に配置された画素回路と、前記複数の画素回路が配列した行方向に
沿って延線された複数のゲート電極と、前記複数の画素回路が配列した列方向に沿って延
線された複数の信号電極とを備え、前記画素回路は、前記液晶表示装置の表示面からみた
平面図形において、互いに隣接する２つの信号電極間の領域に配され一方の信号電極とス
イッチング素子を介して電気的に接続する画素電極を有し、前記画素電極と前記一方の信
号電極との最短距離が前記画素電極と他方の信号電極との最短距離よりも長い、液晶表示
装置である。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施の形態におけるカラム反転駆動方式の液晶表示装置を構成する液晶表示パ
ネルＬＰＮの構成及び等価回路を概略的に示す図。
【図２】本実施の形態におけるカラム反転駆動方式において発生する縦クロストークを説
明するための図。
【図３】本実施の形態における画素の構成を示す平面図。
【図４】本実施の形態における縦クロストークの発生原因を説明するための図。
【図５】本実施の形態のカラム反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が等しい場合
の縦クロストークの発生を説明するための図。
【図６】本実施の形態のカラム反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が等しい場合
の表示態様を表す図。
【図７】本実施の形態のカラム反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１＞Ｃｐ２の場合の縦ク
ロストークの発生を説明するための図。
【図８】本実施の形態のカラム反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１＞Ｃｐ２の場合の表示
態様を表す図。
【図９】本実施の形態のカラム反転駆動において、色窓の場合の縦クロストークの発生を
説明するための図。
【図１０】本実施の形態のカラム反転駆動において、緑窓を表示する場合の表示態様を表
す図。
【図１１】本実施の形態の擬似ドット反転駆動方式における画素と信号線との接続と画素
の極性を示す図。
【図１２】本実施の形態の擬似ドット反転駆動方式における画素の等価回路を示す図。
【図１３】本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が等し
い場合の縦クロストークの発生を説明するための図。
【図１４】本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が等し
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い場合の表示態様を表す図。
【図１５】本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１＞Ｃｐ２の場合
の縦クロストークの発生を説明するための図。
【図１６】本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１＞Ｃｐ２である
場合の表示態様を表す図。
【図１７】本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、色窓の場合で、寄生容量Ｃｐ１
＝Ｃｐ２の場合についての縦クロストークの発生を説明するための図。
【図１８】本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、緑窓を表示する場合の表示態様
を表す図。
【図１９】本実施の形態のカラム反転駆動及び擬似ドット反転駆動における、色窓表示の
際の画素電位変動を模式的に示す図。
【図２０】本実施の形態の擬似ドット反転駆動における縦クロストークを低減するための
方法を説明するための図。
【図２１】本実施の形態における画素の構成を説明するための図。
【図２２】本実施の形態の擬似ドット駆動における画素の構成を説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。なお、各図において
、同一又は類似した機能を発揮する構成要素には同一の参照符号を付し、重複する説明は
省略する。
【００１２】
　図１は、本実施の形態におけるカラム反転駆動方式の液晶表示装置を構成する液晶表示
パネルＬＰＮの構成及び等価回路を概略的に示す図である。
【００１３】
　液晶表示装置は、アクティブマトリクスタイプの透過型の液晶表示パネルＬＰＮを備え
ている。液晶表示パネルＬＰＮは、第１基板であるアレイ基板ＡＲと、アレイ基板ＡＲに
対向して配置された第２基板である対向基板ＣＴと、これらのアレイ基板ＡＲと対向基板
ＣＴとの間に保持された液晶層ＬＱと、を備えている。液晶表示パネルＬＰＮは、画像を
表示するアクティブエリアＡＣＴを備えている。このアクティブエリアＡＣＴは、ｍ×ｎ
個のマトリクス状に配置された複数の画素ＰＸによって構成されている（但し、ｍ及びｎ
は正の整数である）。
【００１４】
　アクティブエリアＡＣＴには、第１方向Ｘに沿ってそれぞれ延出したｎ本のゲート線Ｇ
（Ｇ１～Ｇｎ）及びｎ本の容量線Ｃ（Ｃ１～Ｃｎ）、第１方向Ｘに直交する第２方向Ｙに
沿ってそれぞれ延出したｍ本の信号線Ｓ（Ｓ１～Ｓｍ）が配設されている。各画素ＰＸに
おいてゲート線Ｇ及び信号線Ｓと電気的に接続されたスイッチング素子ＳＷが設けられ、
各スイッチング素子ＳＷには画素電極ＰＥが電気的に接続されている。なお、スイッチン
グ素子ＳＷは、ポリシリコンのＴＦＴ（薄膜トランジスタ）を用いている。
【００１５】
　対向基板ＣＴには、画素電極ＰＥと向かい合う共通電極ＣＥなどが設けられている。な
お、共通電極ＣＥは、複数の画素ＰＸに亘って共通に形成されている。
【００１６】
　各ゲート線Ｇは、アクティブエリアＡＣＴの外側に引き出され、ゲートドライバＧＤに
接続されている。各信号線Ｓは、アクティブエリアＡＣＴの外側に引き出され、ソースド
ライバＳＤに接続されている。各容量線Ｃは、アクティブエリアＡＣＴの外側に引き出さ
れ、補助容量電圧が供給される電圧印加部ＶＣＳと電気的に接続されている。共通電極Ｃ
Ｅは、コモン電圧が供給される給電部ＶＳと電気的に接続されている。ゲートドライバＧ
Ｄ及びソースドライバＳＤは、例えばその少なくとも一部がアレイ基板ＡＲに形成され、
駆動ＩＣチップ２と接続されている。図示した例では、液晶表示パネルＬＰＮを駆動する
のに必要な信号源としての駆動ＩＣチップ２は、液晶表示パネルＬＰＮのアクティブエリ
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アＡＣＴの外側において、アレイ基板ＡＲに実装されている。
【００１７】
　カラム反転駆動方式では、ソース線Ｓごとに極性の異なる映像信号が交互に出力される
。例えば、あるフレームでは、奇数番目のソース線Ｓには正極の映像信号が出力され、偶
数番目のソース線Ｓには負極の映像信号が出力される。続くフレームでは、奇数番目のソ
ース線Ｓには負極の映像信号が出力され、偶数番目のソース線Ｓには正極の映像信号が出
力される。そして、以降これらのフレームが交互に表示される。
【００１８】
　図２は、本実施の形態におけるカラム反転駆動方式において発生する縦クロストークを
説明するための図である。図２には、縦クロストーク発生時における液晶表示パネルＬＰ
Ｎの各画素の階調度（輝度）を表している。図２の縦方向位置ｇ１～ｇ１２は、ゲート線
Ｇ１～Ｇ１２に対応し、横方向位置ｓ１～ｓ１２は、信号線Ｓ１～Ｓ１２に対応している
。なお、この液晶表示パネルＬＰＮは、カラー画像を表示するため、横方向位置ｓ１、ｓ
４、ｓ７・・・には赤（Ｒ）信号を出力し、横方向位置ｓ２、ｓ５、ｓ８・・・には緑（
Ｇ）信号を出力し、横方向位置ｓ３、ｓ６、ｓ９・・・には青（Ｂ）信号を出力する。
【００１９】
　図２では、背景画像として中間調の画像を表示し、窓内に高階調（白）の画像を表示し
ている。このとき、窓の存在する領域を含む縦の帯状の領域（横方向位置ｓ４～ｓ９）に
おいて表示輝度が変化している。即ち、窓の上の領域は背景の中間調よりも明るく、窓の
下の領域は背景の中間調よりも暗く表示される。これが縦ストロークとして視認される。
【００２０】
　図３は、本実施の形態における画素の構成を示す平面図である。　
　画素電極ＰＥの左側には、スイッチング素子ＳＷであるＴＦＴを介して映像信号を供給
する信号線Ｓ（自信号線）が上下方向に延設されている。画素電極ＰＥの右側には、隣接
する画素電極ＰＥ’に映像信号を供給する信号線Ｓ’（隣接信号線）が上下方向に延設さ
れている。画素電極ＰＥはＴＦＴのドレイン電極と接続し、信号線ＳはＴＦＴのソース電
極と接続し、ゲート電極が左右方向に延設されたゲート線Ｇ（自ゲート線）と接続されて
いる。なお、自ゲート線Ｇと平行して、隣接する他の画素電極を走査するための隣接ゲー
ト線Ｇ’が設けられている。そして、自ゲート線Ｇと隣接ゲート線Ｇ’とに平行して容量
線Ｃsが延設されている。
【００２１】
　図４は、本実施の形態における縦クロストークの発生原因を説明するための図である。
　
　図４（１）は、図３に示す画素の切断線（Ａ－Ａ’）に沿う断面図であり、図４（２）
は、図３に示す画素の切断線（Ｂ－Ｂ’）に沿う断面図である。
【００２２】
　図４（１）で示すように、自信号線Ｓと隣接信号線Ｓ’は有機絶縁膜で被覆され画素電
極ＰＥと絶縁されている。しかし、画素電極ＰＥと自信号線Ｓ、隣接信号線Ｓ’との間に
はそれぞれ寄生容量Ｃｐ１ｐ、Ｃｐ２ｐが発生する。画素電極ＰＥと自信号線Ｓとは画素
信号の書込み時にはスイッチング素子ＳＷを介して電気的に接続されるが、そのタイミン
グ以外でのフレーム期間では電位を保持したまま電気的には絶縁状態にある。従って、自
信号線Ｓ、隣接信号線Ｓ’に電位変動があると、画素電極ＰＥの電位がこの左右の寄生容
量を介して影響を受ける結果、表示輝度が変動する。これが縦クロストーク発生の原因と
なる。
【００２３】
　この原因について更に詳細に説明する。　
　図４（１）の画素構造の例では、自信号線Ｓと隣接信号線Ｓ’の下にはスイッチング素
子ＳＷを構成する半導体層が設けられており、この半導体層はＳＷ素子のドレイン電極に
該当し前記画素電極ＰＥと電気的に接続されている。そして、自信号線Ｓと隣接信号線Ｓ
’と半導体層の間にはシールド線Ｃｓが設けられている。このシールド線Ｃｓはゲート線
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と並行して配置されている容量線Ｃｓを信号線下に延設し、シールド機能を持ち合わせた
ものである。このようにシールド線Ｃｓが設けられている場合には、自信号線Ｓと隣接信
号線Ｓ’と半導体層間の寄生容量は無視できるほど小さい。
【００２４】
　一方、図４（２）では、シールド線Ｃｓが設けられていない。これは、シールド線Ｃｓ
とゲート線Ｇとは同層に設けられているため、切断線（Ｂ－Ｂ’）に沿うスイッチング素
子ＳＷ近傍にはゲート線Ｇが配設されているためシールド線Ｃｓを配設することができな
いからである。この結果、図４（２）に示すように自信号線Ｓと画素電極ＰＥと電気的に
接続された半導体層の間に更に寄生容量Ｃｐ１’が発生する。ここで、半導体層は画素電
極ＰＥと接続されているため、寄生容量Ｃｐ１’を介して信号線の電位変動が画素電極に
伝わり、上述の画素電位変動に影響を与える。
【００２５】
　一方、隣接信号線Ｓ’側に発生する寄生容量は隣接する画素電極ＰＥ’に影響を与える
が、画素電極ＰＥへの影響は無視できるほど小さい。従って、図４（２）に示す部位では
自信号線Ｓ側の寄生容量Ｃｐ１＝Ｃｐ１ｐ＋Ｃｐ１’と隣接信号線Ｓ’側の寄生容量Ｃｐ
２＝Ｃｐ２ｐとなり仮にＣｐ１ｐ＝Ｃｐ２ｐとなる構成であったとしても、寄生容量Ｃｐ
１’の影響でＣｐ１＞Ｃｐ２の関係となっている。ここでは半導体層と自信号線間寄生容
量Ｃｐ１’の影響でＣｐ１＞Ｃｐ２となっているが、その他寄生容量の関係でＣｐ１とＣ
ｐ２のバランスが崩れることも存在する。
【００２６】
　続いて、カラム反転駆動方式において縦クロストークが発生する原因について詳細に説
明する。
【００２７】
　　[カラム反転駆動　白窓　Ｃｐ１＝Ｃｐ２の場合]
　図５は、本実施の形態のカラム反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が等しい場
合の縦クロストークの発生を説明するための図である。
【００２８】
　図５（１）は、あるフレームにおける画素の極性を模式的に示す図である。図５（１）
では、奇数の信号線Ｓ１、Ｓ３、・・・には正極性の画素信号が供給されて奇数カラムの
画素の電位は正極性に帯電している。一方、偶数の信号線Ｓ２、Ｓ４、・・・には負極性
の画素信号が供給されて偶数カラムの画素の電位は負極性に帯電している。そして、背景
画像は中間調の輝度で表示され、窓内の画像は高階調（白）の輝度で表示されている。な
お、次のフレームではこの極性は反転する。なお、以降の説明は液晶への電圧無印加時の
表示が黒となるノーマリーブラックを例に説明する。
【００２９】
　図５（２）は、映像信号書き込みの際における信号線Ｓと画素ＰＥとの電位変動を示す
タイムチャートである。図５（２）の横軸は、ゲート線が選択する縦方向位置ｇ１、ｇ２
、・・・で時間経過を表し、縦軸は電位を表している。そして、図中の実線は信号線Ｓ３
、Ｓ４、・・・に供給される映像信号を表し、点線は対応する画素の電位を表している。
また、信号線Ｓには図に示される赤色、緑色、青色に対応して（Ｒ）、（Ｇ）、（Ｂ）を
付与している。
【００３０】
　縦方向位置ｇ１～ｇ３までは中間階調を表示するため、信号線Ｓ３～Ｓ１０に出力され
る信号電位の値（絶対値）は同じである。縦方向位置ｇ４を表示するときは、信号線Ｓ４
には、高輝度の負の電位が印加される。この時、信号線Ｓ３は中間調電位を継続供給する
ため電位の変動はなく、一方信号線Ｓ４は負極性中間調電位から負極性白電位に変化する
ため、マイナス方向に電位変動が発生する。このため縦方向位置ｇ１～ｇ３にある信号線
Ｓ３に接続する画素電極ＰＥでは、寄生容量Ｃｐ１＝Ｃｐ２であるため隣接信号線の変動
の影響で正極性電位を保持する画素電極ＰＥの電位は低下する。この結果、当該位置にあ
る画素ＰＸの液晶印加電圧が減少し輝度が低下する。
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【００３１】
　縦方向位置ｇ４を表示するときの信号線Ｓ５には、高輝度の正の電位が印加される。そ
うすると、自信号線Ｓ４に付加される負極の電位と隣接信号線Ｓ５に付加される正極の電
位は絶対値が同じである。すなわち、自信号線Ｓ４と隣接信号線Ｓ５の電位変動方向は逆
方向で、その振幅は等しい。ここで、Ｃｐ１＝Ｃｐ２である。このため縦方向位置ｇ１～
ｇ３にある信号線Ｓ４に接続する画素電極ＰＥには、逆方向で同じ強度の電位変動が作用
するため相殺されて画素電極ＰＥが保持している電位は変動しない。
【００３２】
　縦方向位置ｇ４を表示するときの信号線Ｓ６～Ｓ８についても信号線Ｓ４に接続する画
素電極ＰＥを表示するときと同様に、接続する画素電極ＰＥには、逆方向で同じ強度の電
位変動が作用するため相殺されて画素電極ＰＥが保持している電位は変動しない。
【００３３】
　縦方向位置ｇ４を表示するときの信号線Ｓ９には、高輝度の正の電位が印加される。一
方、信号線Ｓ１０には中間階調の負の電位が継続して印加される。この時、信号線Ｓ９は
正極性中間調から正極性白電位に変化するためプラス方向の変動をするのに対し、信号線
Ｓ１０は負極性中間調のまま電位変動しない。このため縦方向位置ｇ１～ｇ３にある信号
線Ｓ９に接続する正極性の画素電極ＰＥでは、寄生容量Ｃｐ１＝Ｃｐ２であるため自信号
線Ｓ９の変動の影響で画素電極ＰＥの電位は上昇する。この結果、当該位置にある画素Ｐ
Ｘの液晶印加電圧が増え、輝度が増加する。
【００３４】
　従って、縦方向位置ｇ１～ｇ３では、Ｓ３に接続する画素が暗く変化し、Ｓ４～Ｓ８に
接続する画素では輝度の変化はなく、Ｓ９に接続する画素が明るく変化する。
【００３５】
　以上説明した画素電極ＰＥが受ける電位変動ΔＶｐｉｘは式（１）で表すことができる
。　
　ΔVpix = (Cp1/Ctotal×ΔVsigself)-(Cp2/Ctotal×ΔVsignext)・・・式（１）　
　ここで、Ｃｐ１：自信号線Ｓと画素電極ＰＥの間の寄生容量、Ｃｐ２：隣接信号線Ｓ’
と画素電極ＰＥとの間の寄生容量、Ｃｔｏｔａｌ：画素の全体容量（液晶容量、補助容量
、寄生容量など全てを含む）、ΔＶｓｉｇｓｅｌｆ：自信号線の電位変動量（絶対値）、
ΔＶｓｉｇｎｅｘｔ：隣接信号線の電位変動量（絶対値）である。
【００３６】
　縦方向位置ｇ１０～ｇ１２に接続された画素電極ＰＥでは、窓表示時の信号線電位変動
の影響を受けるのは図５（１）記載のフレームに対して、全画面極性が反転する次のフレ
ームのｇ４ライン書き込みのタイミングとなる。そのため、上述のｇ１～ｇ３ラインに接
続された画素電極ＰＥの変動を説明した際の信号線の電位変動方向に対して、極性が反転
しているため信号線電位変動方向も逆となる。すなわち、信号線電位変動に影響を受ける
画素電極ＰＥの変動方向もｇ１～ｇ３に接続された画素電極の変動方向と逆方向となる。
従って、上述の動作を適用すると、縦方向位置ｇ１０～ｇ１２では、Ｓ３に接続する画素
が明るく変化し、Ｓ４～Ｓ８に接続する画素では輝度の変化はなく、Ｓ９に接続する画素
が暗く変化する。
【００３７】
　図６は、本実施の形態のカラム反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が等しい場
合の表示態様を表す図である。
【００３８】
　図６に示すように、窓のエッジ画素のみに明暗が発生するが、窓の存在する領域を含む
縦の帯状の領域（横方向位置ｓ４～ｓ９）にある全ての中間調の表示輝度が変化している
訳ではない。これは、窓表示開始時の自信号線Ｓと隣接信号線Ｓの電位変動が同電位であ
って逆方向に作用するためＣｐ１＝Ｃｐ２の条件の下では電位変動の影響がキャンセルさ
れるためである。
【００３９】
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　　[カラム反転駆動　白窓　Ｃｐ１＞Ｃｐ２の場合]
　図７は、本実施の形態のカラム反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１＞Ｃｐ２の場合の縦
クロストークの発生を説明するための図である。
【００４０】
　図７（１）は、あるフレームにおける画素の極性を模式的に示す図である。図５（１）
と同じであるため詳細の説明は省略する。
【００４１】
　図７（２）は、映像信号書き込みの際における信号線Ｓと画素ＰＥの電位変動を示すタ
イムチャートである。
【００４２】
　縦方向位置ｇ１～ｇ３までは中間階調を表示するため、信号線Ｓ３～Ｓ１０に出力され
る信号電位の値（絶対値）は同じである。縦方向位置ｇ４を表示するときは、信号線Ｓ４
には、高輝度の負の電位が印加される。この時、信号線Ｓ３は中間調電位を継続供給する
ため電位変動はなく、一方信号線Ｓ４は負極性中間調電位から負極性白電位に変化するた
め、マイナス方向に電位変動が発生する。このため縦方向位置ｇ１～ｇ３にある信号線Ｓ
３に接続する画素電極ＰＥでは、隣接信号線Ｓ４の変動の影響で正極性電位を保持する画
素電極ＰＥの電位は低下する。この結果、当該位置にある画素ＰＸの液晶印加電圧が減少
し輝度が低下する。
【００４３】
　縦方向位置ｇ４を表示するときの信号線Ｓ５には、高輝度の正の電位が印加される。そ
うすると、自信号線Ｓ４に付加される負極の電位と隣接信号線Ｓ５に付加される正極の電
位は絶対値が同じである。信号線Ｓ４と信号線Ｓ５は電位変動方向が逆で、振幅は等しい
。ここで、Ｃｐ１＞Ｃｐ２である。このため縦方向位置ｇ１～ｇ３にある信号線Ｓ４に接
続する画素電極ＰＥには、自信号線４による電位変動の影響が隣接信号線Ｓ’による電位
変動の影響よりも大きくなり負極性電位を保持している画素電極ＰＥは信号線Ｓ４の電位
変動方向であるマイナス方向に変動し、結果として液晶印加電圧が増加する。この結果、
当該位置にある画素ＰＸの輝度が増加する。
【００４４】
　縦方向位置ｇ４を表示するときの信号線Ｓ６～Ｓ８についても信号線Ｓ４に接続する画
素電極ＰＥを表示するときと同様に、接続する画素電極ＰＥには、逆方向で同じ強度の電
位が作用するがＣｐ１＞Ｃｐ２であるため画素電極ＰＥが保持している電位が大きくなる
。この結果、当該位置にある画素ＰＸの輝度が増加する。
【００４５】
　縦方向位置ｇ４を表示するときの信号線Ｓ９には、高輝度の正の電位が印加される。一
方、信号線Ｓ１０には中間階調の負の電位が継続して印加される。この時、信号線Ｓ９は
正極性中間調電位から正極性白電位に変化するためプラス方向の変動をするのに対し、信
号線Ｓ１０は負極性中間調のまま電位変動をしない。このため縦方向位置ｇ１～ｇ３にあ
る信号線Ｓ９に接続する正極性の画素電極ＰＥでは、自信号線Ｓ９の変動の影響で画素電
極ＰＥの電位は高くなる。この結果、当該位置にある画素ＰＸの輝度が増加する。
【００４６】
　従って、縦方向位置ｇ１～ｇ３では、Ｓ３に接続する画素が暗く変化し、Ｓ４～Ｓ９に
接続する画素が明るく変化する。
【００４７】
　以上説明した画素電極ＰＥが受ける電位変動ΔＶｐｉｘは同様に式（１）で表すことが
できる。　
　ΔVpix = (Cp1/Ctotal×ΔVsigself)-(Cp2/Ctotal×ΔVsignext)・・・式（１）
　縦方向位置ｇ１０～ｇ１２に接続された画素電極ＰＥでは、窓表示時の信号線電位変動
の影響を受けるのは図７（１）記載のフレームに対して、全画面極性が反転する次のフレ
ームのｇ４ライン書き込みのタイミングとなる。そのため、上述のｇ１～ｇ３ラインに接
続された画素電極ＰＥの変動を説明した際の信号線の電位変動方向に対して、極性が反転
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しているため信号線電位変動方向も逆となる。すなわち、信号線電位変動に影響を受ける
画素電極ＰＥの変動方向もｇ１～ｇ３に接続された画素電極の変動方向と逆方向となる。
従って、上述の動作を適用すると、縦方向位置ｇ１０～ｇ１３では、Ｓ３に接続する画素
が明るく変化し、Ｓ４～Ｓ９に接続する画素が暗く変化する。
【００４８】
　図８は、本実施の形態のカラム反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１＞Ｃｐ２の場合の表
示態様を表す図である。
【００４９】
　図８に示すように、窓の存在する領域を含む縦の帯状の領域（横方向位置ｓ４～ｓ９）
にある全ての中間調の表示輝度が変化している。従って、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が互い
に異なる場合（通常はＣｐ１＞Ｃｐ２）に縦クロストークが発生していることがわかる。
【００５０】
　　[カラム反転駆動　色窓の場合]
　図９は、本実施の形態のカラム反転駆動において、色窓の場合の縦クロストークの発生
を説明するための図である。即ち、図９では中間調の背景画像に緑窓画像を表示する場合
であるが、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２については条件とはなっていない。
【００５１】
　図９（１）は、あるフレームにおける画素の極性を模式的に示す図である。図９（１）
では、奇数の信号線Ｓ１、Ｓ３、・・・には正極性の画素信号が供給されて奇数カラムの
画素の電位は正極性に帯電している。一方、偶数の信号線Ｓ１、Ｓ３、・・・には負極性
の画素信号が供給されて偶数カラムの画素の電位は負極性に帯電している。そして、背景
画像は中間調の輝度で表示され、窓内の画像は緑色で表示されている。従って、緑色成分
を供給する信号線Ｓ５、Ｓ８には所定階調の信号が出力され、赤色成分及び青色成分を供
給する信号線Ｓ４、Ｓ６、Ｓ７、Ｓ９の信号は黒に相当する電位で図示する例では略０Ｖ
である。なお、次のフレームではこの極性は反転する。
【００５２】
　図９（２）は、映像信号書き込みの際における信号線Ｓと画素ＰＥとの電位変動を示す
タイムチャートである。
【００５３】
　縦方向位置ｇ１～ｇ３までは中間階調を表示するため、信号線Ｓ３～Ｓ１０に出力され
る信号電位の値（絶対値）は同じである。縦方向位置ｇ４を表示するときは、信号線Ｓ４
には、０の電位が印加される。そうすると、自信号線Ｓ３が中間調電位を継続供給し電位
の変動がないのに対して、信号線Ｓ４は負極性中間調から黒表示に相当する０Ｖに変動、
すなわちプラス方向に変動する。このため縦方向位置ｇ１～ｇ３にある信号線Ｓ３に接続
する画素電極ＰＥでは、隣接信号線Ｓ４の変動の影響で正極性を保持する画素電極ＰＥの
電位が高くなる。この結果、当該位置にある画素ＰＸの輝度が増加する。
【００５４】
　縦方向位置ｇ４を表示するときの信号線Ｓ４には０の電位が付加され、上述の通りプラ
ス方向の電位変動が発生する。一方、隣接信号線Ｓ５には、緑色の正の高階調電位が印加
されるため、信号線Ｓ５は正の中間調電位から正の中間調電位から正の高階調電位に変化
するためプラス方向の変動が発生する。このため縦方向位置ｇ１～ｇ３にある信号線Ｓ４
に接続する負極性を保持する画素電極ＰＥは、信号線Ｓ４とＳ５から同一方（プラス方向
）の電位変動の影響を受けて、負極の電位の絶対値が低下する。即ち、当該位置にある画
素ＰＸの輝度が低下する。
【００５５】
　縦方向位置ｇ４を表示するときの信号線Ｓ５には、上述の通り緑色の正の高階調電位が
印加されプラス方向の変動が発生する。一方、隣接信号線Ｓ６には０の電位が付加されプ
ラス方向の変動が発生する。このため縦方向位置ｇ１～ｇ３にある信号線Ｓ５に接続する
正極性を保持する画素電極ＰＥには、信号線Ｓ５およびＳ６から同一方向（プラス方向）
の電位変動の影響を受けて、正極の電位の絶対値が増加する。即ち、当該位置にある画素
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ＰＸの輝度が増加する。
【００５６】
　縦方向位置ｇ４を表示するときの信号線Ｓ６には、０の電位が印加されプラス方向の電
位変動が発生する。一方、隣接信号線Ｓ７にも０の電位が付加され、信号線Ｓ７はマイナ
ス方向に変動する。このため縦方向位置ｇ１～ｇ３にある信号線Ｓ６に接続する画素電極
ＰＥの電位は信号線Ｓ６とＳ７の変動方向が逆で振幅が等しいため、Ｃｐ１＝Ｃｐ２の条
件下では自信号線、隣接信号線からの影響を受けず画素電位は変化しない。即ち、当該位
置にある画素ＰＸの輝度は変化しない。
【００５７】
　同様にして縦方向位置ｇ１～ｇ３にある信号線Ｓ７に接続する画素の輝度は低下し、信
号線Ｓ８に接続する画素の輝度は増加し、信号線Ｓ９に接続する画素の輝度は低下するこ
とがわかる。
【００５８】
　従って、縦方向位置ｇ１～ｇ３では、Ｓ３、Ｓ５、Ｓ８に接続する画素が明るく変化し
、Ｓ６に接続する画素では輝度の変化はなく、Ｓ４、Ｓ７、Ｓ９に接続する画素が暗く変
化する。
【００５９】
　縦方向位置ｇ１０～ｇ１２に接続された画素電極ＰＥでは、窓表示時の信号線電位変動
の影響を受けるのは図９（１）記載のフレームに対して、全画面極性が反転する次のフレ
ームのｇ４ライン書き込みのタイミングとなる。そのため、上述のｇ１～ｇ３ラインに接
続された画素電極ＰＥの変動を説明した際の信号線の電位変動方向に対して、極性が反転
しているため信号線電位変動方向も逆となる。すなわち、信号線電位変動に影響を受ける
画素電極ＰＥの変動方向もｇ１～ｇ３に接続された画素電極の変動方向と逆方向となる。
【００６０】
従って、上述の動作を適用すると、縦方向位置ｇ１０～ｇ１３では、Ｓ３、Ｓ５、Ｓ８に
接続する画素が暗く変化し、Ｓ６に接続する画素では輝度の変化はなく、Ｓ４、Ｓ７、Ｓ
９に接続する画素が明るく変化する。
【００６１】
　図１０は、本実施の形態のカラム反転駆動において、緑窓を表示する場合の表示態様を
表す図である。
【００６２】
　図１０に示すように、窓の存在する領域を含む縦の帯状の領域（横方向位置ｓ４～ｓ９
）にある表示輝度が変化している。窓の上側（縦方向位置ｇ１～ｇ３）では、緑色の信号
を表示するＳ５、Ｓ８に接続する画素ＰＸの輝度が増加し、赤色、青色の信号を表示する
Ｓ４、Ｓ６、Ｓ７、Ｓ９に接続する画素ＰＸの輝度が低下しあるいは変化していない。こ
の結果、この中間調領域では緑色が強調され、薄い緑色に色づいて表示される。一方、窓
の下側（縦方向位置ｇ１０～ｇ１２）では、緑色の信号を表示するＳ５、Ｓ８に接続する
画素ＰＸの輝度が低下し、赤色、青色の信号を表示するＳ４、Ｓ６、Ｓ７、Ｓ９に接続す
る画素ＰＸの輝度が増加しあるいは変化していない。この結果、この中間調領域では緑色
が弱められ、薄い補色に色づいて表示される。
【００６３】
　以上説明した色窓を表示する際に画素電極ＰＥが受ける電位変動ΔＶｐｉｘは式（２）
で表すことができる。　
　ΔVpix = (Cp1/Ctotal×ΔVsigself)+(Cp2/Ctotal×ΔVsignext)・・・式（２）　
　式（１）では、右辺の第１項から第２項が減算されているが、式（２）では、右辺の第
１項と第２項とが加算されている。従って、色窓を表示する場合、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ
２の差によらず、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２の加算によって縦クロストークが発生している
ことがわかる。
【００６４】
　以上の検討からカラム反転駆動方式において縦クロストークを低減するための対策とし
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て、（１）自信号線と画素電極との間の寄生容量（ＣＰ１）と、隣接信号線と画素電極と
の間の寄生容量（ＣＰ２）との差を小さくする、（２）ＣＰ１、ＣＰ２の値を小さくする
、（３）画素の全容量（Ｃｔｏｔａｌ）の値を大きくする、などが考えられる。しかしな
がら、画素のサイズは高精細化の傾向にあり、その結果寄生容量ＣＰ１、ＣＰ２の影響は
増大の傾向にある。これは、縦クロストークの低減化には不利に働く。
【００６５】
　次に、上述のカラム反転駆動における縦クロストークの発生態様をふまえて、擬似ドッ
ト反転駆動における縦クロストークについて説明する。
【００６６】
　ドット反転駆動とは、正負の極性の異なる画素が交互に（市松状に）配置されるドット
反転表示を得るように駆動する方式である。このドット反転駆動ではフリッカの発生が抑
制されるなど表示品位の向上が図れる反面、消費電力が増大する。そこで、擬似ドット反
転駆動は、電気信号ではカラム反転駆動とし、表示面ではドット反転表示を実現する。
【００６７】
　図１１は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動方式における画素と信号線との接続と画
素の極性を示す図である。
【００６８】
　図１１に示す液晶表示パネルＬＰＮでは、奇数列の信号線Ｓ１、Ｓ３、・・・は正極の
信号を出力し、偶数列の信号線Ｓ２、Ｓ４、・・・は負極の信号を出力する。そして、奇
数列の信号線Ｓ１、Ｓ３、・・・、及び偶数列の信号線Ｓ２、Ｓ４、・・・は、縦方向位
置ｇ１～ｇ１２では、それぞれ縦方向に千鳥状に左右の画素に接続している。
【００６９】
　図１２は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動方式における画素の等価回路を示す図で
ある。この等価回路では、画素のスイッチング素子ＳＷは、行ごとに異なる信号線Ｓに接
続されている。
【００７０】
　　[擬似ドット反転駆動　白窓　Ｃｐ１＝Ｃｐ２の場合]
　図１３は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が等
しい場合の縦クロストークの発生を説明するための図である。即ち、図１３では中間調の
背景画像に白窓画像を表示する場合で、Ｃｐ１＝Ｃｐ２の場合について記載している。
【００７１】
　図１３（１）は、あるフレームにおける画素の極性を模式的に示す図である。図１３（
１）では、奇数列の信号線Ｓ１、Ｓ３、・・・は正極の信号を出力し、偶数列の信号線Ｓ
２、Ｓ４、・・・は負極の信号を出力する。そして、奇数列の信号線Ｓ１、Ｓ３、・・・
、及び偶数列の信号線Ｓ２、Ｓ４、・・・は、縦方向位置ｇ１の画素に接続するとともに
、それぞれ縦方向に千鳥状に左右の画素に接続している。そして、背景画像は中間調の輝
度で表示され、窓内の画像は高階調（白）の輝度で表示されている。なお、次のフレーム
ではこの極性は反転する。
【００７２】
　図１３（２）は、映像信号書き込みの際における信号線Ｓと画素ＰＥとの電位変動を示
すタイムチャートである。図１３（２）の横軸はゲート線が選択する縦方向位置ｇ１、ｇ
２、・・・で時間経過を表し、縦軸は電位を表している。そして、図中の実線は信号線Ｓ
３、Ｓ４、・・・に供給される映像信号を表し、点線は対応する画素の電位を表している
。
【００７３】
　縦方向位置ｇ１～ｇ３までは中間階調を表示するため、信号線Ｓ３～Ｓ１０に出力され
る信号電位の値（絶対値）は同じである。縦方向位置ｇ４を表示するときは、信号線Ｓ４
には、窓横のＢｌｕｅ画素の中間調電位を出力するため電位変動はなく、信号線Ｓ５には
高輝度の正の電位が印加される。
【００７４】
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　まず、縦方向位置ｇ１の画素ＰＸについて説明する。信号線Ｓ３に接続する縦方向位置
ｇ１の画素電極ＰＥ（Ｂｌｕｅ）では、縦方向位置ｇ５、ｇ７、ｇ９を表示するタイミン
グで隣接する信号線Ｓ４の高輝度の負の電位を出力する際の電位変動の影響から電位の絶
対値が小さくなる。即ち、この画素ＰＸの輝度が暗くなる。信号線Ｓ４に接続する縦方向
位置ｇ１の画素電極ＰＥ（Ｒｅｄ）では、縦方向位置ｇ４～ｇ９を表示するタイミングで
自信号線Ｓ４の一行毎の電位変動と、隣接信号線Ｓ５のｇ４およびｇ１０の電位変動の影
響から電位の絶対値が小さくなる（ｇ４、ｇ６、ｇ８期間に液晶印加電圧減少）。即ち、
この画素ＰＸの輝度が暗くなる。信号線Ｓ５に接続する縦方向位置ｇ１の画素電極ＰＥ（
Ｇｒｅｅｎ）では、自信号線Ｓ５の高輝度の正の電位と隣接信号線Ｓ６の高輝度の負の電
位が作用するが、ＣＰ１＝ＣＰ２のため影響が相殺される。即ち、この画素ＰＸでは輝度
の変化はない。同様の議論を信号線Ｓ７、Ｓ８、・・・と継続することにより各画素ＰＸ
の輝度の変化を求めることができる。
【００７５】
　次に、縦方向位置ｇ２の画素ＰＸについて説明する。信号線Ｓ４に接続する縦方向位置
ｇ２の画素電極ＰＥ（Ｂｌｕｅ）では、縦方向位置ｇ５、ｇ７、ｇ９を表示するタイミン
グで自信号線Ｓ４の高輝度の負の電位を出力する際の電位変動の影響から電位の絶対値が
大きくなる。即ち、この画素ＰＸの輝度が明るくなる。信号線Ｓ５に接続する縦方向位置
ｇ２の画素電極ＰＥ（Ｒｅｄ）では、縦方向位置ｇ４～ｇ９を表示するタイミングで自信
号線Ｓ５のｇ４およびｇ１０の電位変化と、隣接信号線Ｓ４の一行毎の電位変動の影響か
ら電位の絶対値が大きくなる（ｇ４、ｇ６、ｇ８で液晶印加電圧増加）。即ち、この画素
ＰＸの輝度が明るくなる。信号線Ｓ６に接続する縦方向位置ｇ２の画素電極ＰＥ（Ｇｒｅ
ｅｎ）では、自信号線Ｓ６の高輝度の負の電位と隣接信号線Ｓ５の高輝度の正の電位が作
用するが、ＣＰ１＝ＣＰ２のため影響が相殺される。即ち、この画素ＰＸでは輝度の変化
はない。同様の議論を信号線Ｓ７、Ｓ８、・・・と継続することにより各画素ＰＸの輝度
の変化を求めることができる。
【００７６】
　縦方向位置ｇ３の画素ＰＸについては、縦方向位置ｇ１の画素ＰＸと同様の議論を進め
ることができる。
【００７７】
　縦方向位置ｇ１０～ｇ１２に接続された画素電極ＰＥでは、窓表示時の信号線電位変動
の影響を受けるのは図１３（１）記載のフレームに対して、全画面極性が反転する次のフ
レームのｇ４ライン書き込みのタイミングとなる。そのため、上述のｇ１～ｇ３ラインに
接続された画素電極ＰＥの変動を説明した際の信号線の電位変動方向に対して、極性が反
転しているため信号線電位変動方向も逆となる。すなわち、信号線電位変動に影響を受け
る画素電極ＰＥの変動方向もｇ１～ｇ３に接続された画素電極の変動方向と逆方向となる
。
【００７８】
従って、上述の動作を適用すると、縦方向位置ｇ１０～ｇ１３の輝度は、縦方向位置ｇ１
～ｇ３の輝度と逆の状態になる。
【００７９】
　図１４は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が等
しい場合の表示態様を表す図である。
【００８０】
　図１４に示すように、窓のエッジ位置の両側の画素に明暗が発生するが、窓の存在する
領域を含む縦の帯状の領域（横方向位置ｓ４～ｓ９）にある全ての中間調の表示輝度が変
化している訳ではない。これは、窓表示開始時の自信号線Ｓと隣接信号線Ｓの電位変動が
同電位であって逆方向に作用するためＣｐ１＝Ｃｐ２の条件の下では電位変動の影響がキ
ャンセルされるためである。
【００８１】
　また、図１４に示すように、奇数行と偶数行とで明暗が逆になっているため視覚上は平
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均化されて明暗が緩和されている。
【００８２】
　　[擬似ドット反転駆動　白窓　Ｃｐ１＞Ｃｐ２の場合]
　図１５は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１＞Ｃｐ２の場
合の縦クロストークの発生を説明するための図である。
【００８３】
　図１５（１）は、あるフレームにおける画素の極性を模式的に示す図である。図１３（
１）と同じであるため詳細の説明は省略する。
【００８４】
　図１５（２）は、映像信号書き込みの際における信号線Ｓと画素ＰＥとの電位変動を示
すタイムチャートである。
【００８５】
　縦方向位置ｇ１～ｇ３までは中間階調を表示するため、信号線Ｓ３～Ｓ１０に出力され
る信号電位の値（絶対値）は同じである。縦方向位置ｇ４を表示するときは、信号線Ｓ４
には、窓横のＢｌｕｅ画素の中間調電位を出力するため電位変動はなく、信号線Ｓ５には
高輝度の正の電位が印加される。
【００８６】
　まず、縦方向位置ｇ１の画素ＰＸについて説明する。信号線Ｓ３に接続する縦方向位置
ｇ１の画素電極ＰＥ（Ｂｌｕｅ）では、縦方向位置ｇ５、ｇ７、ｇ９を表示するタイミン
グで隣接する信号線Ｓ４の高輝度の負の電位を出力する際の電位変動の影響から電位の絶
対値が小さくなる。即ち、この画素ＰＸの輝度が暗くなる。信号線Ｓ４に接続する縦方向
位置ｇ１の画素電極ＰＥ（Ｒｅｄ）では、縦方向位置ｇ４～ｇ９を表示するタイミングで
自信号線Ｓ４の一行毎の電位変動と、隣接信号線Ｓ５のｇ４およびｇ１０の電位変動の影
響から画素電位の絶対値が小さくなる（ｇ４、ｇ６、ｇ８で液晶印加電圧減少）。即ち、
この画素ＰＸの輝度が暗くなる。信号線Ｓ５に接続する縦方向位置ｇ１の画素電極ＰＥ（
Ｇｒｅｅｎ）では、自信号線Ｓ５の高輝度の正の電位と隣接信号線Ｓ６の高輝度の負の電
位が作用するが、ＣＰ１＞ＣＰ２のため自信号線Ｓ５の影響によって正の電位が大きくな
る。即ち、この画素ＰＸの輝度が大きくなる。同様の議論を信号線Ｓ７、Ｓ８、・・・と
継続することにより各画素ＰＸの輝度の変化を求めることができる。
【００８７】
　次に、縦方向位置ｇ２の画素ＰＸについて説明する。信号線Ｓ４に接続する縦方向位置
ｇ２の画素電極ＰＥ（Ｂｌｕｅ）では、縦方向位置ｇ５、ｇ７、ｇ９を表示するタイミン
グで自信号線Ｓ４の高輝度の負の電位を出力する際の電位変動の影響から電位の絶対値が
大きくなる。即ち、この画素ＰＸの輝度が明るくなる。信号線Ｓ５に接続する縦方向位置
ｇ２の画素電極ＰＥ（Ｒｅｄ）では、縦方向位置ｇ４～ｇ９を表示するタイミングで自信
号線Ｓ５のｇ４およびｇ１０の電位変化と隣接信号線Ｓ４の一行毎の電位変動の影響から
画素電位の絶対値は大きくなる（ｇ４、ｇ６、ｇ８で液晶印加電圧増加）。即ち、この画
素ＰＸの輝度が明るくなる。信号線Ｓ６に接続する縦方向位置ｇ２の画素電極ＰＥ（Ｇｒ
ｅｅｎ）では、自信号線Ｓ６の高輝度の負の電位と隣接信号線Ｓ５の高輝度の正の電位が
作用するが、ＣＰ１＞ＣＰ２のため自信号線Ｓ６の影響によって負の電位が大きくなる。
即ち、この画素ＰＸの輝度が大きくなる。同様の議論を信号線Ｓ７、Ｓ８、・・・と継続
することにより各画素ＰＸの輝度の変化を求めることができる。
【００８８】
　縦方向位置ｇ３の画素ＰＸについては、縦方向位置ｇ１の画素ＰＸと同様の議論を進め
ることができる。
【００８９】
　縦方向位置ｇ１０～ｇ１２に接続された画素電極ＰＥでは、窓表示時の信号線電位変動
の影響を受けるのは図１５（１）記載のフレームに対して、全画面極性が反転する次のフ
レームのｇ４ライン書き込みのタイミングとなる。そのため、上述のｇ１～ｇ３ラインに
接続された画素電極ＰＥの変動を説明した際の信号線の電位変動方向に対して、極性が反



(14) JP 2014-74798 A 2014.4.24

10

20

30

40

50

転しているため信号線電位変動方向も逆となる。すなわち、信号線電位変動に影響を受け
る画素電極ＰＥの変動方向もｇ１～ｇ３に接続された画素電極の変動方向と逆方向となる
。従って、上述の動作を適用すると、縦方向位置ｇ１０～ｇ１３の輝度は、縦方向位置ｇ
１～ｇ３の輝度と逆の状態になる。
【００９０】
　図１６は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、寄生容量Ｃｐ１＞Ｃｐ２であ
る場合の表示態様を表す図である。
【００９１】
　図１６に示すように、窓の存在する領域を含む縦の帯状の領域（横方向位置ｓ４～ｓ９
）にある全ての中間調の表示輝度が変化している。従って、寄生容量Ｃｐ１、Ｃｐ２が互
いに異なる場合（通常はＣｐ１＞Ｃｐ２）には縦クロストークが発生していることがわか
る。
【００９２】
　　[擬似ドット反転駆動　色窓　Ｃｐ１＝Ｃｐ２の場合]
　図１７は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、色窓の場合で、寄生容量Ｃｐ
１＝Ｃｐ２の場合についての縦クロストークの発生を説明するための図である。
【００９３】
　図１７（１）は、あるフレームにおける画素の極性を模式的に示す図である。背景画像
は中間調の輝度で表示され、窓内の画像は緑色で表示されている。従って、縦方向位置ｇ
５、ｇ７、ｇ９の緑色成分を供給する信号線Ｓ５、Ｓ８、及び、縦方向位置ｇ４、ｇ６、
ｇ８の緑色成分を供給する信号線Ｓ６、Ｓ９には所定階調の緑信号が供給される。一方、
赤色成分及び青色成分を供給する信号線Ｓの信号は黒に相当する電位で、図示する例では
略０Ｖである。なお、次のフレームではこの極性は反転する。
【００９４】
　図１７（２）は、映像信号書き込みの際における信号線Ｓと画素ＰＥとの電位変動を示
すタイムチャートである。
【００９５】
　縦方向位置ｇ１～ｇ３までは中間階調を表示するため、信号線Ｓ３～Ｓ１０に出力され
る信号電位の値（絶対値）は同じである。縦方向位置ｇ５、ｇ７、ｇ９を表示するときは
、信号線Ｓ４には、０の電位が印加され、信号線Ｓ３には正の電位が印加される。
【００９６】
　まず、縦方向位置ｇ１の画素ＰＸについて説明する。信号線Ｓ３に接続する縦方向位置
ｇ１の画素電極ＰＥ（Ｂｌｕｅ）では、縦方向位置ｇ５、ｇ７、ｇ９を表示するタイミン
グで隣接する信号線Ｓ４の負から０に増加する電位の影響から電位が大きくなる。即ち、
この画素ＰＸの輝度が明るくなる。信号線Ｓ４に接続する縦方向位置ｇ１の画素電極ＰＥ
（Ｒｅｄ）では、縦方向位置ｇ５、ｇ７、ｇ９を表示するタイミングで自信号線Ｓ４の負
から０に増加する電位の影響及び隣接する信号線Ｓ５の電位の影響から電位の絶対値が小
さくなる。
【００９７】
　具体的に説明すると、信号線Ｓ４、縦方向位置ｇ１に位置する画素電極ＰＥ（Ｒｅｄ）
に外部から供給される負極性中間調映像信号電位を－Ｖａ（黒電位と白電位の中間電位と
仮定）とすると、ｇ１～ｇ３期間は該当画素を挟み込む信号線Ｓ４とＳ５の電位変動はな
いため画素ＰＥは電位－Ｖａを保持する。窓表示期間のｇ４～ｇ９ではＳ４およびＳ５の
影響で画素電位が変動するが、ここで負極性出力の信号線Ｓ４が中間調電位－Ｖａから黒
電位に変化する時に画素ＰＥが受ける影響を“＋１”、黒電位から中間調電位－Ｖａに変
化する時に画素ＰＥが受ける影響を “－１”とする。また、正極性出力のＳ５が中間調
電位Ｖａから黒電位に変動する時に画素ＰＥが受ける影響を“－１”、黒電位から高階調
電位に変化する時に画素ＰＥが受ける影響を“＋２”、高階調電位から黒電位に変化する
時に画素ＰＥが受ける影響を“－２”、黒電位から中間調電位Ｖａに変化する時に画素Ｐ
Ｅが受ける影響を“＋１”と定義する。ｇ１～ｇ３期間の画素ＰＥの電位は中間調電位－
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Ｖａである。
【００９８】
　まずｇ４では信号線Ｓ４は電位変動せず、Ｓ５がＶａから黒電位に変動するためｇ４期
間の画素ＰＥの保持電位は“－Ｖａ－１”となる。次にｇ５では信号線Ｓ４が－Ｖａから
黒電位に変化（＋１）し、Ｓ５が黒電位から高階調電位に変化（＋２）するため、この期
間に画素ＰＥのＳ４、Ｓ５から受ける変化量は“＋３”となるため前の期間ｇ４での保持
電位“－Ｖａ－１”から“＋３”変動することとなり、ｇ５期間の画素ＰＥの保持電位は
“－Ｖａ＋２”となる。次にｇ６では信号線Ｓ４が黒電位から－Ｖａに変化（－１）し、
Ｓ５が高階調電位から黒電位に変化（－２）するため、この期間に画素ＰＥのＳ４、Ｓ５
から受ける変化量は“－３”となるため前の期間ｇ５での保持電位“－Ｖａ＋２”から“
－３”変動することとなり、ｇ６期間の画素ＰＥの保持電位は“－Ｖａ－１”となる。
【００９９】
　次にｇ７では信号線Ｓ４が－Ｖａから黒電位に変化（＋１）し、Ｓ５が黒電位から高階
調電位に変化（＋２）するため、この期間に画素ＰＥのＳ４、Ｓ５から受ける変化量は“
＋３”となるため前の期間ｇ６での保持電位“－Ｖａ－１”から“＋３”変動することと
なり、ｇ７期間の画素ＰＥの保持電位は“－Ｖａ＋２”となる。次にｇ８では信号線Ｓ４
が黒電位から－Ｖａに変化（－１）し、Ｓ５が高階調電位から黒電位に変化（－２）する
ため、この期間に画素ＰＥのＳ４、Ｓ５から受ける変化量は“－３”となるため前の期間
ｇ７での保持電位“－Ｖａ＋２”から“－３”変動することとなり、ｇ８期間の画素ＰＥ
の保持電位は“－Ｖａ－１”となる。
【０１００】
　次にｇ９では信号線Ｓ４が－Ｖａから黒電位に変化（＋１）し、Ｓ５が黒電位から高階
調電位に変化（＋２）するため、この期間に画素ＰＥのＳ４、Ｓ５から受ける変化量は“
＋３”となるため前の期間ｇ８での保持電位“－Ｖａ－１”から“＋３”変動することと
なり、ｇ９期間の画素ＰＥの保持電位は“－Ｖａ＋２”となる。最後にｇ１０では信号線
Ｓ４が黒電位から－Ｖａに変化（－１）し、Ｓ５が高階調電位から中間調電位Ｖａに変化
（－１）するため、この期間に画素ＰＥのＳ４、Ｓ５から受ける変化量は“－２”となる
ため前の期間ｇ９での保持電位“－Ｖａ＋２”から“－２”変動することとなり、ｇ１０
期間で画素ＰＥの保持電位は窓表示前の電位－Ｖａに戻ることとなる。
【０１０１】
　以上より、窓表示期間の画素ＰＥの保持電位をまとめるとｇ４＝“－Ｖａ－１”、ｇ５
＝“－Ｖａ＋２”、ｇ６＝“－Ｖａ－１”、ｇ７＝“－Ｖａ＋２”、ｇ８＝“－Ｖａ－１
”、ｇ９＝“－Ｖａ＋２”となる。この窓表示期間ｇ４～ｇ９の期間の上記画素ＰＥの保
持電位の時間平均は“－Ｖａ＋１／２”となり、供給された負極性映像信号電位－Ｖａに
対して上昇、つまり画素電位の絶対値は減少し液晶印加電圧が減少することとなる。即ち
、この画素ＰＸの輝度が暗くなる。
【０１０２】
　信号線Ｓ５に接続する縦方向位置ｇ１の画素電極ＰＥ（Ｇｒｅｅｎ）では、縦方向位置
ｇ４～ｇ１０の自信号線Ｓ５の電位変動と隣接信号線Ｓ６の電位変動により画素電位は前
述と同様の原理で増減を繰り返すが、Ｃｐ１＝Ｃｐ２の条件下ではこの期間の増減の平均
値が外部から供給された映像信号電位と等しくなるため、Ｓ５およびＳ６による画素ＰＥ
の平均保持電位は変化しない。即ち、この画素ＰＸでは輝度の変化はない。
【０１０３】
　同様の議論を信号線Ｓ７、Ｓ８、・・・と継続することにより各画素ＰＸの輝度の変化
を求めることができる。
【０１０４】
　次に、縦方向位置ｇ２の画素ＰＸについて説明する。信号線Ｓ４に接続する縦方向位置
ｇ２の画素電極ＰＥ（Ｂｌｕｅ）では、縦方向位置ｇ５、ｇ７、ｇ９を表示するタイミン
グで自信号線Ｓ４の負から０に変化する電位の影響から電位の絶対値が小さくなる。即ち
、この画素ＰＸの輝度が暗くなる。信号線Ｓ５に接続する縦方向位置ｇ２の画素電極ＰＥ
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（Ｒｅｄ）では、自信号線Ｓ５のｇ４、ｇ６、ｇ８で黒電位を供給する際の正極性から０
Ｖへの下方向への変動と、縦方向位置ｇ５、ｇ７、ｇ９で高階調を表示する際の０から正
極性高階調電位への上方向変動の影響及び隣接する信号線Ｓ４の縦方向位置ｇ５、ｇ７、
ｇ９での負から０に増加する上方向の電位変動の影響から、窓表示期間ｇ４～ｇ９の期間
の画素ＰＥの保持電位の時間平均は、供給された正極性中間調電位よりも増加する。即ち
、この画素ＰＸの輝度が明るくなる。
【０１０５】
　信号線Ｓ６に接続する縦方向位置ｇ２の画素電極ＰＥ（Ｇｒｅｅｎ）では、縦方向位置
ｇ４～ｇ１０の隣接信号線Ｓ５の電位変動と自信号線Ｓ６の電位変動により画素電位は前
述と同様の原理で増減を繰り返すが、Ｃｐ１＝Ｃｐ２の条件下ではこの期間の増減の平均
値が外部から供給された映像信号電位と等しくなるため、Ｓ５およびＳ６による画素ＰＥ
の平均保持電位は変化しない。即ち、この画素ＰＸでは輝度の変化はない。
【０１０６】
　同様の議論を信号線Ｓ７、Ｓ８、・・・と継続することにより各画素ＰＸの輝度の変化
を求めることができる。
【０１０７】
　縦方向位置ｇ３の画素ＰＸについては、縦方向位置ｇ１の画素ＰＸと同様の議論を進め
ることができる。
【０１０８】
　縦方向位置ｇ１０～ｇ１２に接続された画素電極ＰＥでは、窓表示時の信号線電位変動
の影響を受けるのは図１７（１）記載のフレームに対して、全画面極性が反転する次のフ
レームのｇ４ライン書き込みのタイミングとなる。そのため、上述のｇ１～ｇ３ラインに
接続された画素電極ＰＥの変動を説明した際の信号線の電位変動方向に対して、極性が反
転しているため信号線電位変動方向も逆となる。すなわち、信号線電位変動に影響を受け
る画素電極ＰＥの変動方向もｇ１～ｇ３に接続された画素電極の変動方向と逆方向となる
。
【０１０９】
　図１８は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、緑窓を表示する場合の表示態
様を表す図である。
【０１１０】
　図１８に示すように、窓の存在する領域を含む縦の帯状の領域（横方向位置ｓ４～ｓ９
）については画素に変化が生ずる。即ち、窓の上側（縦方向位置ｇ１～ｇ３）、及び窓の
下側（縦方向位置ｇ１０～ｇ１２）では、明、暗、変化無しの画素が混在しており、この
明暗は奇数行と偶数行で入れ替わっている。尚且つ、ＣＰ１＝ＣＰ２の場合にはこの明暗
の平均輝度は変化無しの画素および窓を表示していない領域の中間調画素輝度と等しくな
る。このため、人間が画像を認識する際は一画素毎の明暗ではなく複数画素の平均値とし
て認識するため、ＣＰ１＝Ｃｐ２の場合、窓表示部の明暗の平均値が窓以外の中間調輝度
と等しいことおよび明暗が奇数・偶数行で交互に配置されることから、明暗がキャンセル
されクロストークの発生は視認されない。
【０１１１】
　　[擬似ドット反転駆動　色窓　Ｃｐ１≠Ｃｐ２の場合]
　続いて、本実施の形態の擬似ドット反転駆動において、色窓表示の場合であって、寄生
容量Ｃｐ１≠Ｃｐ２である場合の表示態様について説明する。
【０１１２】
　寄生容量Ｃｐ１≠Ｃｐ２である場合には、図１８において説明した明暗の関係は同様に
発生するものの、自信号線もしくは隣接信号線の変動の影響を強く受けるため明暗の平均
値に隔たりが生じる。即ち、明暗の平均輝度が窓を表示していない領域の中間調輝度に対
して隔たりを生じるためクロストークとして視認される。ただし、カラム反転とは異なり
奇数行と偶数行とで明暗が入れ替わっているためクロストークの程度は改善する。
【０１１３】
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　図１９は、本実施の形態のカラム反転駆動及び擬似ドット反転駆動における、色窓表示
の際の画素電位変動を模式的に示す図である。
【０１１４】
　図１９（１）は、中間色の背景に緑の色窓を表示する基準となる画像を示している。　
　図１９（３）は、カラム反転駆動において、中間色の背景に緑の色窓を表示した場合の
画像を示している。カラム反転駆動においては、Ｃｐ１、Ｃｐ２如何に関わらず、色窓の
上部では緑色に色づいたクロストークが発生し、色窓の下部では紫色に色づいたクロスト
ークが発生する。
【０１１５】
　図１９（２）は、擬似ドット反転駆動において、中間色の背景に緑の色窓を表示した場
合の画像を示している。カラム反転駆動時と同様に、色窓の上部及び下部の画素に明暗が
発生する。しかし、（１）Ｃｐ１＝Ｃｐ２の場合には、奇数行と偶数行とで明暗が交互に
繰り返されているため、明暗はキャンセルされて視認されない。即ち、クロストークが発
生していることは視認されない。一方、（２）Ｃｐ１≠Ｃｐ２の場合には、Ｃｐ１＝Ｃｐ
２の場合と同様、奇数行と偶数行とで明暗が交互に発生するものの、この明暗の平均輝度
が窓表示領域以外の背景中間調輝度に対して隔たりを生じるため、明暗をキャンセルしき
れずクロストークが発生する。
【０１１６】
　以上説明したカラム反転駆動及び擬似ドット反転駆動におけるクロストーク発生につい
ての検討結果は次のとおりである。
【０１１７】
　カラム反転駆動で課題となる画素電極と信号線間のカップリング起因の縦クロストーク
を改善するためには、擬似ドット反転駆動の採用が有効である。　
　しかし、擬似ドット反転駆動においても、画素電極と信号線間のカップリング容量（Ｃ
ｐ１、Ｃｐ２）のバランス（カップリングバランス）がとれていない場合は、縦クロスト
ークが発生する。
【０１１８】
　上述の解析結果により、擬似ドット反転駆動において縦クロストークを低減するための
対策として、自信号線と画素電極との間に発生する寄生容量（Ｃｐ１）と、隣接信号線と
画素電極との間に発生する寄生容量（Ｃｐ２）との差を小さくすることを採用する。
【０１１９】
　例えば、図４（２）に示すように、自信号線Ｓと半導体層の間に寄生容量Ｃｐ１’が発
生することで、寄生容量間に差が生ずる。このため、自信号線Ｓ側の寄生容量Ｃｐ１はＣ
ｐ１＝Ｃｐ１ｐ＋Ｃｐ１’と隣接信号線Ｓ’側の寄生容量Ｃｐ２＝Ｃｐ２ｐに対して大き
な値となっている。
【０１２０】
　図２０は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動における縦クロストークを低減するため
の方法を説明するための図である。　図２０に示すように、画素電極ＰＥを隣接信号線側
に移動（シフト）する。そして、自信号線Ｓと画素電極ＰＥとの最短距離を、隣接信号線
Ｓ’と画素電極ＰＥとの最短距離よりも長くするように構成する。その結果、自信号線と
画素電極間距離が離れることにより寄生容量Ｃｐ１ｐの値が小さくなり、また隣接信号線
と画素電極間隔が近づくことにより寄生容量Ｃｐ２ｐの値が大きくなり、その結果、Ｃｐ
１ｐ＋Ｃｐ１’とＣｐ２ｐとの差を小さくすることができる。
【０１２１】
　図２１は、本実施の形態における画素の構成を説明するための図である。　
　図２１（１）は従来の画素の構成を示している。従来の画素の構成では、自信号線と画
素電極、隣接信号線と画素電極の距離を等しく設定するため有機絶縁膜を介した信号線と
画素電極間の寄生容量はＣｐ１ｐ＝Ｃｐ２ｐとなる場合が多い。一方、切断線（Ｂ－Ｂ’
）を含む四角で囲まれた部分の容量、即ちスイッチング素子ＳＷのドレイン側画素電位の
半導体層と自信号線Ｓとの間の容量Ｃｐ１’だけ寄生容量が増加する。
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　そこで、図２１（２）に示すように、図中の右方向に画素電極ＰＥを移動する。その時
有機絶縁膜を介したＣｐ１ｐとＣｐ２ｐとの関係はＣｐ１ｐ＜Ｃｐ２ｐとなる。これによ
り自信号線側寄生容量Ｃｐ１＝Ｃｐ１ｐ＋Ｃｐ１’と隣接信号線側Ｃｐ２＝Ｃｐ２ｐのア
ンバランスを解消することができる。　
　なお、画素電極ＰＥの移動量には限度があることに留意が必要である。即ち、画素電極
ＰＥは隣接信号線Ｓ’を越えて、隣接する画素領域内にまで移動することはできない。こ
れは混色の発生を防止するためである。
【０１２３】
　図２２は、本実施の形態の擬似ドット反転駆動における画素の構成を説明するための図
である。　
　擬似ドット反転駆動を実現する画素構成では、図１２に示すように１行ごとに画素電極
ＰＥと接続する信号線が異なる。従って、１行ごとに画素電極を移動する方向が異なるこ
とになる。
【０１２４】
　以上、説明した液晶表示装置の構成は、次のように規定することができる。
【０１２５】
（１）即ち、液晶表示装置は、信号線Ｓと、この信号線Ｓと隣接する信号線Ｓ’と、当該
画素を表示面からみた平面図形において信号線Ｓの一端と信号線Ｓ’ の一端とに挟まれ
た領域に配されて前記信号線Ｓとスイッチング素子ＳＷを介して電気的に接続する画素電
極ＰＥとを備え、前記画素電極ＰＥと前記信号線Ｓとの最短距離を、前記画素電極ＰＥと
前記信号線Ｓ’との最短距離よりも長くする、として規定することができる。
【０１２６】
（２）前記平面図形において前記画素電極ＰＥは、前記信号線Ｓ’の１端とのみ交差する
。これによって混色の発生を防止することができる。
【０１２７】
　なお、上記実施の形態の説明では、信号線、ゲート線、・・・と記載したが、信号電極
、ゲート電極、・・・と記載することもできる。
【０１２８】
　なお本願の適用される画素構造は、上述の構造に限定されず、信号線と画素電極間に寄
生容量をもつ全ての画素構造に適用することができる。例えば、ＶＡモード、ＴＮ(Twist
ed Nematic)モード、ホモジニアスモードの画素に適用することができる。また垂直配向
に限られず、ＦＦＳ（Fringe Field Switching）電界を利用した画素構造であっても画素
電極を下置きとしコモン電極を上置とする構造であれば適用することができる。
【０１２９】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【０１３０】
　ＬＰＮ…液晶表示パネル、Ｃｐ１．Ｃｐ２…寄生容量、ＡＲ…アレイ基板、ＣＴ…対向
基板、ＬＱ…液晶層、ＡＣＴ…アクティブエリア、ＰＸ…画素、Ｇ…ゲート線、Ｃ…容量
線、Ｓ…信号線、ＳＷ…スイッチング素子、ＰＥ…画素電極、ＣＥ…共通電極、Ｓ…ソー
ス線、ｇ１～ｇ１２…縦方向位置、ｓ１～ｓ１２…横方向位置、Ｃｓ…シールド線。
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